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沖縄においてアクティブラーニングを支援

大
東
文
化
大
学
と
中
京
大
学
の
沖
縄
研
修
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環
と

チ
カ
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
構
築
し
た
拠
点
）
や
ガ
マ
（
塹
壕
跡
）
を
見
学
し
、
説
明

研
修
支
援
の
内
容
は
、
那
覇
駐
屯
地
部
隊
見
学
と
沖
縄
本
島
に
お
け
る
史
跡
研
修
で

ら
地
形
を
概
観
し
、
現
地
の
戦
術
的
価
値
等
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
旧
日
本
軍
の
ト
ー

自
衛
隊
関
係
施
設
の
研
修
を
支
援
し
た
。

学
生
た
ち
は
国
際
情
勢
及
び
現
在
の
安
全
保
障
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
目
的
で
、
沖
縄

任
し
た
。

及
び
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

募
集
対
象
者
等
に
自
衛
隊
の
重
要
性
や
魅
力
を
積
極
的
に
伝
え
て
い
く
と
し
て
い
る
。

県
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
合
同
ゼ
ミ
に
お
け
る
発
表
や
討
議
を
行
っ
て
レ
ポ

～大東文化大学の沖縄研修支援を実施～
し
て
昨
年
も
実
施
し
て
お
り
、
２
、
３
年
生
を
対
象
と
し
て
い
る
。

ー
ト
を
作
成
す
る
も
の
で
、
今
年
は
東
京
地
本
が
部
隊
見
学
等
の
計
画
及
び
調
整
を
担

学
生
た
ち
は
、
現
在
の
沖
縄
県
民
の
生
の
声
を
聴
き
、
沖
縄
戦
史
を
学
習
し
て
追
体

研
修
中
、
自
衛
隊
の
抑
止
力
と
し
て
の
重
要
性
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
熱
く
語

験
し
た
こ
と
を
現
在
の
情
勢
を
鑑
み
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
合
同
ゼ
ミ
に
臨
ん
だ
。

る
学
生
も
あ
り
、
来
年
度
も
合
同
研
修
の
実
施
を
望
む
声
が
目
立
っ
た
。

東
京
地
本
北
地
域
事
務
所
は
、
今
後
も
積
極
的
に
学
生
の
部
隊
見
学
を
計
画
し
て
、

部
候
補
生
学
校
の
概
要
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
入

東
京
地
本
は
、
10
月
２
日
（
月
）、
３
日
（
火
）
の
２

日
間
、
陸
上
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
（
前
川
原
駐
屯

校
に
あ
た
り
少
し
で
も
不
安
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目

前川原にて陸幹候採用予定者部隊研修

偵察警戒車に乗り興味深く説明を聞く学生

史跡の説明をする所長と聴講する学生

那覇駐屯地講堂における講義の様子

で
は
、
大
学
・
大
学
院
の
別
、
出
身
大
学
等
を
基
準
と

初
日
は
、
幹
部
候
補
生
学
校
の
剛
健
大
講
堂
に
て
、

生
と
直
接
会
話
す
る
こ
と
で
、
入
校
前
の
不
安
・
疑
問

等
の
解
消
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
久
留
米
市
内
で
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
東

生
と
の
懇
談
が
実
施
さ
れ
た
。
入
校
学
生
と
の
懇
談
会

福
岡
・
熊
本
地
本
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
各
地
本
の

枠
を
超
え
た
同
期
の
絆
の
醸
成
が
図
ら
れ
た
。

全
般
説
明
、
体
験
喫
食
、
学
校
概
況
説
明
及
び
入
校
学

し
た
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
懇
談
が
行
わ
れ
、
入
校
学

京
地
本
を
含
む
東
部
方
面
管
内
の
採
用
予
定
者
の
ほ
か
、

二
日
目
は
、
学
校
長
講
話
、
校
内
見
学
、
教
育
実
視

東
京
地
本
北
地
域
事
務
所
は
、
平
成
29
年
９
月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
の
間
、
大
東
文

化
大
学
と
中
京
大
学
の
教
諭
、
学
生
26
名
が
参
加
す
る
合
同
の
沖
縄
研
修
に
同
行
し
、

あ
り
、
那
覇
駐
屯
地
見
学
に
お
い
て
、
自
衛
隊
及
び
那
覇
駐
屯
地
の
概
要
説
明
、
沖
縄

戦
史
の
講
義
、
装
備
品
展
示
、
体
験
搭
乗
及
び
体
験
喫
食
を
行
っ
た
。
特
に
、
沖
縄
戦

史
の
講
義
に
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
学
生
及
び

教
授
も
満
足
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
東
京
地
本
北
地
域
事
務
所
長
が
案
内
役

32

と
な
り
、
首
里
城
公
園
内
の
第

軍
司
令
部
跡
、
嘉
数
台
公
園
に
お
い
て
、
展
望
台
か

な
お
、
今
回
の
研
修
参
加
を
機
に
３
名
の
学
生
が
自
衛
隊
を
志
願
し
た
こ
と
は
、
所

長
に
と
っ
て
一
番
の
労
い
の
出
来
事
と
な
っ
た
。

今
年
度
の
研
修
は
、
東
京
地
本
44
名
、
東
京
地
本
を

候
補
生
採
用
予
定
者
に
対
す
る
学
校
研
修
」
に
参
加
し

地
）
が
主
催
す
る
、「
平
成
29
年
度
陸
上
自
衛
隊
幹
部

た
。本

研
修
は
、
平
成
29
年
度
採
用
予
定
者
に
対
し
、
幹

的
と
し
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

除
く
東
部
方
面
管
内
23
名
の
他
、
北
部
方
面
管
内
７
名
、

方
面
管
内
12
名
の
計
１
３
０
名
が
参
加
し
た
。

東
北
方
面
管
内
２
名
、
中
部
方
面
管
内

名
及
び
西
部
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学
校
の
沿
革
及
び
自
衛
隊
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

及
び
体
験
喫
食
が
実
施
さ
れ
た
。
学
校
長
（
鬼
頭
健
司

の
講
話
を
頂
い
た
。
特
に
、「
入
校
ま
で
に
期
待
す
る

も
の
」
と
し
て
、
学
校
の
概
要
の
理
解
、
長
距
離
走
や

腕
立
て
の
練
成
、
縫
い
物
や
洗
濯
、
ア
イ
ロ
ン
掛
け
の

動
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
際
緊
急
援
助
隊
の
映
像
を
観
た
後
、

ま
た
、
史
料
館
、
居
室
及
び
障
害
コ
ー
ス
を
見
学
し
、

そ
の
後
、
英
語
と
戦
術
の
授
業
を
実
視
し
た
。

陸
将
補
）
講
話
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
災
害
派
遣
活

り
、
学
校
長
の
経
歴
を
例
に
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て

練
習
及
び
お
互
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
要
望
さ
れ

参
加
し
た
採
用
予
定
者
か
ら
は
、「
学
校
生
活
が
イ
メ

を
含
む
一
般
幹
部
候
補
生
合
格
者
が
、
来
年
４
月
に
前

ー
ジ
ア
ッ
プ
で
き
た
。」、「
早
く
入
校
し
た
い
。」
等
の

風
で
あ
る
「
質
実
剛
健
」
の
精
神
の
も
と
、
元
気
ハ
ツ

ラ
ツ
と
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

東
京
地
本
は
、
今
回
研
修
に
参
加
し
た
採
用
予
定
者

意
欲
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
所
感
が
多
か
っ
た
。

川
原
の
幹
部
候
補
生
学
校
の
門
を
く
ぐ
り
、
学
校
の
校

た
。


